
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7．温室効果ガスの算定等 

 

  



 

 

（1）温室効果ガスの推計方法について  

①産業部門：製造業  

「①北海道のエネルギー別消費量」に、「②北海道の製造品出荷額」を「③北広島市の製造品出荷

額」で按分したものを掛け、それぞれに「④排出係数」を掛けることで排出量を推計しています。 

なお、都市ガスについては、「⑤北海道ガスの工業用供給量」に、「⑥北海道ガス供給エリアの製

造品出荷額合計」を「③北広島市の製造品出荷額」で按分したものを掛け、それに「④排出係数」を

掛けることで排出量を推計しています。 

 

 

 

 

 

②産業部門：建設・鉱業  

「①北海道のエネルギー別消費量」に、「②北海道の建設・鉱業の従業者数」を「③北広島市の建

設・鉱業の従業者数」で按分したものを掛け、それぞれに「④排出係数」を掛けることで排出量を推

計しています。 

なお、都市ガスについては、「②北海道の建設・鉱業の従業者数」を「⑤北海道ガス供給エリアの

建設・鉱業の従業者数合計」に置き換えて排出量を推計しています。 

 

 

 

 

 

③産業部門：農林水産業  

「①北海道のエネルギー別消費量」に、「②北海道の農林水産業の従業者数」を「③北広島市の農

林水産業の従業者数」で按分したものを掛け、それぞれに「④排出係数」を掛けることで排出量を推

計しています。 

なお、都市ガスについては、「②北海道の農林水産業の従業者数」を「⑤北海道ガス供給エリアの

農林水産業の従業者数合計」に置き換えて排出量を推計しています。 

 

 

 

 

  

・エネルギー別に、① × ② / ③ × ④ 

・都市ガスのみ、⑤ × ⑥ / ③ × ④ 
= 産業部門：製造業の排出量 

・エネルギー別に、① × ② / ③ × ④ 

・都市ガスのみ、① × ⑤ / ③ × ④ 
= 産業部門：建設・鉱業の排出量 

・エネルギー別に、① × ② / ③ × ④ 

・都市ガスのみ、① × ⑤ / ③ × ④ 
= 産業部門：農林水産業の排出量 



 

 

④業務その他部門  

「①北海道のエネルギー別消費量」に、「②北海道の事業所数」を「③北広島市の事業所数」で按

分したものを掛け、それぞれに「④排出係数」を掛けることで排出量を推計しています。 

なお、都市ガスについては、「⑤北海道ガスの商業用供給量」に、「⑥北海道ガス供給エリアの事

業所数」を「③北広島市の事業所数」で按分したものを掛け、それに「④排出係数」を掛けることで

排出量を推計しています。 

 

 

 

 

⑤家庭部門  

電気については、「①北海道の電気消費量」に、「②北海道の世帯数」を「③北広島市の世帯数」

で按分したものを掛け、それに「④排出係数」を掛けることで排出量を推計しています。 

灯油・LPGについては、家計調査の「⑤札幌市の二人世帯以上の灯油・LPG購入量」に、全国の

世帯当たりの灯油・LPG 購入金額や全国と北広島市の世帯数などから算出する「⑥補正係数」を掛

け、そこに「③北広島市の世帯数」を掛け、それに「④排出係数」を掛けることで排出量を推計して

います。また、LPGについては、「⑦都市ガスの普及率」も考慮して推計しています。 

都市ガスについては、「⑧北海道ガスの家庭用供給量」を「②北海道の世帯数」で割り、それに「③

北広島市の世帯数」を掛け、それに「④排出係数」を掛けることで排出量を推計しています。 

 

 

 

 

 

 

⑥運輸部門：自動車  

まず、「①北海道の燃料別・車種別自動車保有台数」に、「②北海道の自動車台数」と「③北広島

市の自動車台数」で按分したものを掛け、「④北広島市の燃料別・車種別自動車保有台数」を推計し

ています。次に、「①北海道の燃料別・車種別自動車保有台数」を「⑤燃料消費量」で割り、それに

「④北広島市の燃料別・車種別自動車保有台数」と掛け、それに「⑥排出係数」を掛けることで排出

量を推計しています。 

 

 

 

 

⑦運輸部門：鉄道  

ＪＲ北海道環境報告書で公表されている「①二酸化炭素排出量」に、「②JR北海道全体の営業キ

ロ数」と「③北広島市内の営業キロ数」で按分したものを掛けて推計しています。 

 

  

・エネルギー別に、① × ② / ③ × ④ 

・都市ガスのみ、⑤ × ⑥ / ③ × ④ 
= 業務その他部門の排出量 

・電気、① × ② / ③ × ④ 

・灯油、⑤ × ⑥ × ③ × ④ 

・LPG、⑤ × ⑥ × (1 - ⑦) × ③ × ④ 

・都市ガス、⑧ / ② × ③ × ④ 

= 家庭部門の排出量 

・① × ② / ③ = ④ 

・① / ⑤ × ④ × ⑥ 

 

= 運輸部門：自動車の排出量 

・① × ② / ③ = 運輸部門：鉄道の排出量 



 

 

（2）将来推計について  

将来推計は、部門ごとに排出量と関連性が高い指標を設定し、指標の過去の実績値の推移から将来

の変化を予測し、その増減率を直近の排出量と掛け合わせて将来推計としています。 

指標は、過去に北広島市の推計で使用したものを参考に、北広島市の現状に合わせて修正を行って

おり、現在は下表のように設定しています。 

 

 

表 1 将来推計で用いる指標 

部門・分野 指標 備考 

産業部門 

製造業 製造品出荷額 
製造品出荷額の増加率に比例してエネルギー消費

量が変化すると仮定 

建設・鉱業 人口 
人口増加率に比例してエネルギー消費量が変化す

ると仮定 

農林水産業 人口 
人口増加率に比例してエネルギー消費量が変化す

ると仮定 

業務その他部門 人口 
人口増加率に比例して、活動床面積・事業所数及

びエネルギー消費量が変化すると仮定 

家庭部門 人口 
人口増加率に比例してエネルギー消費量が変化す

ると仮定 

運輸部門 

自動車 

（旅客・貨物） 
人口 

人口増加率に比例して自動車保有台数・エネルギ

ー消費量が変化すると仮定 

鉄道 現状維持 
鉄道の営業距離は北広島市の人口の増減によらな

いことから、現況と同じエネルギー消費量と仮定 

 


